参考１－２

気道異物除去法






気道異物に関する内容の聴取





通報者が極度に焦燥し冷静さを失っていること等により対応できない場合は口頭指導を中止する





近隣の協力者やAEDの要請を指示する





傷病者の意識（反応）がなくなった場合





声が出せなくなった場合





繰り返す





・背部叩打法


手のひらの基部で左右の肩甲骨の


中間を強く５回たたく


 意識（反応）確認


　


※意識（反応）がなくなった場合はすぐに知らせるよう指示する


※気道異物除去法のやり方を知っている場合、腹部突き上げ法（ハイムリック）を行ってもよい








・咳をすることが可能ならできるだけ続けさせる


　


※声が出せなくなった場合はすぐに知らせるよう指示する








出せる





出せない





発声の確認





あり





なし





反応の確認





【心肺蘇生法】の口頭指導へ


（途中で異物が見えた場合は取り除く）








出典：「平成24年度救急業務のあり方に関する検討会報告書」164頁

